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はじめに GT で各種解析結果を格納するためのルートディレクトリを指定します。 

GT をインストールした時点でいくつかのデモデータが用意されており、ルートディレクトリは以下のよう

に設定されます。設定したルートディレクトリはメインウィドウの右下に表示されます。 

 

C:\Users\ユーザ名\Documents\gt\demo\root 

例) C:\Users\saitoh\gt\demo\root 

 

ルートディレクトリ以下の構成は以下ようになります。 

 

■ ルートノードフォルダ [root] 

｜ 

｜――■ 実⾏ログ格納フォルダ [log] 

｜――■ プロジェクトノードフォルダ [PyyMMddHHmmss]   yy：年 MM：月 dd：日 HH：時 mm：分 ss：秒 

   ｜――■ 参照配列ノードフォルダ [ref]  

      ｜――■ 解析ノードフォルダ [AyyMMddHHmmss]  yy：年 MM：月 dd：日 HH：時 mm：分 ss：秒 
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メインウィンドウ左に配置されているプロジェクトツリーノード階層と実際のディレクトリ階層の関係は

以下のようになります。 
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ツリーノードやディレクトリ階層の構成からもわかりますように、アセンブル解析を行うには事前にプロジ

ェクトを登録しておく必要があります。プロジェクトを指定したのち、NGS データファイルを指定してアセ

ンブルを実行する事で、自動的に解析ノードディレクトリが生成され、そのディレクトリ以下に解析結果が

格納されます。 

 

アセンブル解析用のデモデータは以下フォルダに格納されています。 

 

C:\Users\ユーザ名\Documents\gt\demo\root\data 

 

例）C:\Users\saitoh\Documents\gt\demo\data 
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■プロジェクトの新規登録 

 

プロジェクトツリーのルートノードをマウス選択後、ツールボタン「New Tree Node」 （左から４番目）

をクリックします。  

 

または、プロジェクトツリーのルートノードをマウス選択後、マウス右クリックしてから「New Project Node」

を選択します。 
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新規プロジェクト登録用ダイアログが表示されますので、プロジェク名を入力して「OK」ボタンをクリックし

ます。既に登録されているプロジェクト名は登録できません。 
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■プロジェクト名の変更 

 

 

変更したいプロジェクトノードをマウス選択後、マウス右クリックしてから「Rename」を選択します。 

または、プロジェクトノードをマウス選択してから、マウスで３回連続クリックします。 

キーボードのファンクションキー「F2」をクリックする事でも行えます。 

 

 

ノード名が変更できる編集モードに切り替わります。編集モードを解除するにはツリーの空き領域をマウス

でダブルクリックします。 

ツリーの空き領域をマウスでダブルクリック

して編集モードを解除 
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■アセンブルの実⾏ 

 

プロジェクトノードをマウス選択後、ツールボタン「Assembling」 （左から９番目）をクリックします。 

 

または、プロジェクトノードをマウス選択後、マウス右クリックしてから「Assembling」を選択します。 
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アセンブル実行ダイアログが表示されます。 

アセンブル対象とする NGS データファイルを指定します。 

 

 

 

マウスによるドラッグ＆ドロップによる NGS データファイルを指定が可能です。 

デモデータ格納フォルダより「velvet_test_reads.fa」ファイルをマウスドラッグして青の点線領域にドロ

ップします。 
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指定されたファイルがテーブルリストに追加されます。 

 

 

「Add」ボタンをクリックして追加登録する事ができます。 
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「Ref」ボタンをクリックするとファイル選択ダイアログが表示されますので NGSデータファイルを指定します。 

 

 

NGSデータが Paired-Endの場合には F3と R3それぞれのファイルを指定します。 

Noteの項目に値を入力すると、作成される解析ノード名はその Noteの値をもとに判別できるようなノード名と

なります。 
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「Parameter Setting」ボタンをクリックしてアセンブル実行パラメータの設定を行います。 

 

 

 

Velvetアセンブルか Oasesアセンブルのどちらかを選択します。 

 

「Assemble Common Options」 ・・・ アセンブル共通オプションの指定 

「Velvet Assmble Options」   ・・・ Velvetコマンドオプションの指定 

「Oases Assmble Options」   ・・・ Oases コマンドオプションの指定 
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Assemble Common Options 

 

Write out a data for alignment viewer 

チェックボックスにチェックを入れると、アセンブル結果 AFG ファイルを BAM ファイルに変換して AlignmentViewer

で閲覧できようにします。アセンブル解析完了後、あとから手動で BAM ファイルに変換する事もできます。 

 

NGS cleanup [fqpruner] 

チェックボックスにチェックを入れるとアセンブル実行前に前処理として NGS データをクリーンアップします。この

オプションは Linux 版でのみ有効です。 

 

Number of processors to use 

使用する CPU プロセッサ数を制限するオプションです。 

 

Limit of targets – start of targets/end of targets 

アセンブル対象項目数を制限するためのオプションです。 

たとえば、指定した NGS データファイル中のファイルの先頭から 10 万件だけをアセンブルする場合には 

Start of targets を「１」に、end of targets を「100000」に設定します。 

 



デモデータによるアセンブル解析 
 

14 

 

Velvet Assemble Options 

 

 

veveth および velvletg コマンドオプション設定を行います。 

「Help」ボタンをクリックするとコマンドオプションの説明画面が表示されます。 
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Oases Assemble Options 
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veveth および velvletg、oases コマンドオプション設定を行います。 

Oases は velvet のプログラムを利用します。（velveth/velvetg を実行したのちその結果を用いて oases を実行） 

「Help」ボタンをクリックするとコマンドオプションの説明画面が表示されます。 
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アセンブル実行パラメータの設定が完了しましたら、「Run」ボタンをクリックして解析を開始します。 

 

 

アセンブル実行中は待機（プログレス）ダイアログが表示されます。 
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アセンブルが完了すると、新しく解析ノードが追加されます。 
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解析ノードをマウス選択後、マウス右クリックして「show analysis options」を選択するか、ツールボタン  

をクリックすると、そのアセンブルを行った際の NGS データの指定内容や、実行パラメータの内容を確認する事がで

きます。 
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解析ノードをマウス選択後、マウス右クリックして「show analysis log」を選択するか、ツールボタン  

をクリックすると、そのアセンブルの実行ログを参照する事ができます。 
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解析ノードをマウス選択後、マウス右クリックして「show directory」を選択すると、指定された解析ノード 

ディレクトリをエスクプローラで表示します。 

 

 

 

 

 

 


